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|:十熟

ぶ

戦
時
中
、

「
日
本
は
神
国

な
り
」
と
言
わ
れ
て
教
育
さ

れ
た
世
代
の
わ
れ
わ
れ
は
、

戦
後
の
教
育
や
宗
教
現
場
で

自
分
の
信
仰
を
持

つ
ま
で
の

き

っ
か
け
に
は
至
ら
な
か

っ

４００
年
以
上
も
見
守
る
ク
ス
ノ
キ

り
神
で
あ

っ
た
が
、
産
業

・　

ろ
う
。
天
皇
の
政
と
村
の
祭

商
売
が
発
達
し
て
商
売
の
守

り
は
同
音
同
義
語
で
、
と
も

り
神
に
変
わ
り
、
当
神
社
を
　
に
、
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
を
指

「稲
荷
社
」
、

「博
労
町
い
　
す
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う

な
り
」
と
し
て
親
し
ま
れ
て

思
う
と

「神
国
」
の
意
味
も

き
た
。
祭
り
と
し
て
は
春
の

つヽ
な
ず
け
る
。

上
難
波
村
に
移

っ
た
「
上
難

た
。
今
日
は
、
御
堂
筋
沿
い

波
宮
ま
た
は
仁
徳
天
皇
社
と

に
あ
る
、
ク
ス
ノ
キ
の
大
樹

称
し
、
四
方
鳥
居
の
建
立
が

が
生
い
茂

っ
た
難
波
神
社
を

許
さ
れ
た
。

訪
ね
た
。
神
道
の
香
り
を
ま

と

っ
た
前
川
権
宮
司
が
迎
え

て
く
れ
た
。

ま
ず
、
由
来
か
ら
伺

っ
た
。

当
神
社
の
歴
史
は
古
く
、
西

暦
４
０
６
年
、
現
在
の
松
原

市
上
田
に
反
正
天
皇
が
父

・

し
の

仁
徳
天
皇
を
偲
ん
で
神
社
を

明
治
８

（
１
８
７
５
）
年

に

「難
波
神
社
」
と
改
め
ら

れ
た
。
仁
徳
天
皇
を
主
祭
神

と
し
、
配
杷
の
お
稲
荷
さ
ん

は
船
場
商
家
の

「
い
な
り
信

仰
」
の
中
心
的
役
割
を
果
た

し
た
と
い
う
。
本
来
、

「
い

な
り
＝
稲
荷
」
は
お
米
の
守

「初
午
祭
六
４
月
の
初
午
）
、

夏
の
「氷
室
祭
」
（
暉
銅
２‐
、

２２
日
）
、
秋
の

「火
焚
祭
」

（
Ｈ
月
１５
日
）
が
有
名
で
あ

る
。顧
み
る
と
、
普
か
ら
天
皇

は
ま
ず

立
派

な
神
社

を
建

て
、
国
の
五
穀
豊
穣
、
国
民

の
安
寧
を
祈

っ
て
神
事
を
行

う
。
神
の
御
意
に
沿

っ
て
ヽ

天
皇
は
政

（ま
つ
り
こ
と
）

＝
政
治
を
行
う
。
そ
の
行
政

の
基
盤
に
村
の
祭
り
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
一
神
社
が
そ
の

拠
点
に
な
る
の
は
当
然
で
あ

（
１
８
１
１
）
年
に
ヽ
２
代

目
文
楽
軒
が
当
神
社
の
境
内

東
門
内
に
常
設
の
小
屋
を
開

き
、
人
形
浄
瑠
璃
劇
が
６３
年

も
つ
づ
い
た
。

「文
楽
」
が

人
形
浄
瑠
璃
の
別
名
に
な

っ

た
の
も
う
な
ず
け
る
。
明
治

‐７
（
１
８
８
４
）
年
に
は
二
代

目
豊
沢
団
平
を
擁
し
た
彦
六

座
が
北
門
に
開
場
し
、
近
く

の
御
霊
神
社
の
文
楽
座
と
張

り
合
う
ほ
ど
好
評
を
博
し
た

が
、
団
平
が
舞
台
で
倒
れ
た

明
治
３‐
（
１
８
９
８
）
年
に
解

散
し
た
。
　
　
　
　
．

東
門
の
鳥
居
横
に

「稲
荷

社
文
楽
座
跡
」
の
石
碑
が
あ

に
ぎ

り
、
船
場
の
発
展
、
賑
わ
い

に
貢
献
し
た
人
形
浄
瑠
璃
の

咬
呵
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う

だ
。
そ
ん
な
発
展
ぶ
り
や
世

の
盛
衰
を
４
０
０
年
以
上
も

見
守

っ
て
く
れ
て
い
る
ク
ス

ノ
キ
が
大
き
な
木
陰
を
境
内

に
広
げ
て
い
た
。
大
阪
市
保

存
樹
第
１
号
に
ふ
さ
わ
し
い

大
樹
で
あ
る
が
、
ど
こ
か
孤

高
に
映
り
、
神
社
と
も
ど
も

貴
公
子
然
と
し
て
、
普
段
着

で
は
訪
ね
に
く
い
雰
囲
気
が

漂

っ
て
い
た
。


